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昭和47年 度月別液体へ■リウム供給章(リ ッター単位)

＼
吹 田 地 区

一r-".r

豊 中 地 区 吹 田 分室

供 給 量

墾:中 分 室

供 給 量
総供 給 量工 学.部 産 研 低温 センター 理 学 部 基 礎 工 教 餐 部
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1357 203 362ρ 7413(172π 〉 .162
905£ 9463 1852.6

合計119乳2 214.9
.20

,3 11142(85.0) ユ76乳4(3739) 154.5 189ユ.3 2577.7 4469,0

合計は4τ 年・4月から48年3月 までの計,()内 は吹田分室より供給した内数

昭 和47年 度 月 別 液 体 水 素 供 給 量(リ ッ タ ー 単 位)

＼
吹 田 地 区 豊 中 地 区 吹 田 分 室

供 給 量

墨 中 分 窓

供 給 置
総 供 給 量

産 研 理 学 部 基 礎 工
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小計 540 151.1 重4五.1 54.0 2924 2973

合計 136ゆ 492.1 406β(51.0) 187.0 8482 10352

合計は47年4月 から48年3月 までの計,()内 は吹田分室より供給した内数

センターだより第1号 に託載した吹田分室の供給量に誤 りがあり、ました。上記の合計は,そ れを修正 したものです。詳細はデ「タを必要とさ

れる方は,吹 由分室まで御連絡下さい。 、

昭和47年 度月別液体窒累供給量(リ ッター単位)

(吹 田 分 室)

添 塑.工 学部 臨 研 微 研 蛋 白 研 基 礎 工 核物理セ ンター 低 温 セ ン タ ー 合 計
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合 言十50,23845903329 3,143 360 72 43712 105β44

合計は47年4月 から48年3月 までの計。

産業科学研究所は所内に液体窒素供給タンクを持ち独自の供給を上記の他に行なっている。

(豊 中 分 室)

漣 理 学 部 基 礎 工 教 養 部 薬 学 部 工 作 セン ター 低温 セ ンター 合 計
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小 計
.

16,497,き 20,9355 ユ,644.0 60.0 5.0 13β50.5 52.992.3

合 計 48,387.9 54,002.0 5,743.6 206.0 15.0 42,124.5 150.479

合謝 は47年4月 か ら48年3月 までの計 。

一27一


